
接続
ご注意

•赤色コード（アクセサリー電源）は、車のキーがLOCKかOFFの位置で電源が切れ、ACCの位置に
したとき電源が供給される電源回路（ラジオ回路など）に接続してください。車のキーの位置に関係

なく、常に電源が供給されている電源回路に接続すると、車のバッテリーが消耗してしまいます。

•黒色コードを必ず先にアースしてから、他の接続をしてください。
•白コード線は、ナビシステムの車速センサーコードに接続してください。

本機の概要
XA-200Sは、NVX-W1、NVX-FW1、NVX-FW5、NVX-DV1、NVX-DV501、NVX-DV701専用*
のセンサーユニットです。本機は、磁化したタイヤの回転を読み取り、その情報を車速パルスのデー

タとしてナビシステムの自律センサーに送り込みます。

本機を正しく動作させるためには、次の作業が必要です。

1）付属のマグネットホルダーを使って、タイヤを磁化する。
2）センサーを、タイヤの磁気を読み取れる位置に設置する。
3）センサーをナビシステムに接続する。

* ’99年9月現在

ご注意

•踏み切りや鉄橋、高架橋などを通過すると、誤差が発生することがあります。
•センサーの取り付け向き（前後や左右）を誤ると、誤差が発生することがあります。
•車室内取り付け専用です。（防水ではありません。）
•タイヤチェーン装着時は磁気を正しく計測できないため、自車位置に誤差が生じる場合がありま
す。

1 センサー 2 電源ケーブル

　　 　

3 マグネットホルダー 4 マジックテープ×2

同梱品

警告  安全のために
警告表示の意味
取扱説明書、製品では、次のような表示をしています。表示の内容をよ
く理解してから本文をお読みください。

警告
この表示の注意事項を守らないと、火災・感電などによ
り死亡や大けがなど人身事故の原因となります。

注意
この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故
によりけがをしたり自動車に損害を与えたりすることが
あります。

注意を促す記号

火災 感電

行為を禁止する記号

禁止 分解禁止

下記の注意を守らないと火災・感電に
より死亡や大けがの原因となります。

分解や改造をしない

火災や感電、事故の原因となります。

内部の点検や修理はお買い上げ店また

はソニーサービス窓口にご依頼くださ

い。

本機はDC12Vマイナスアース車専用です
大型トラックや寒冷地仕様のディーゼ

ル車など、24V車で使用すると火災な
どの原因となります。

運転操作や車体の可動部を妨げないように取り付
ける

運転の妨げになる場所、車体の可動部

の妨げになる場所に取り付けや配線を

すると、事故や感電、火災の原因とな

ります。

•ネジやシートレールなどの可動部に
コード類をはさみ込まない。

•コード類はまとめる。
•ステアリングやシフトレバー、ブ
レーキペダルなどが正しく操作でき

ることを確認する。
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XA-200S

車速パルス発生機

取扱説明書
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を
守らないと、火災や人身事故になる
ことがあります。

この取扱説明書には事故を防ぐための重要な注意事項と製品の
取り扱いかたを示しています。この取扱説明書およびご使用に
なるナビゲーションシステムの接続説明書をよくお読みのう
え、製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、い
つでも見られるところに必ず保管してください。

警告

警告
火災 感電

センサー1

電源ケーブル2

白　4 mナビシステムの車速セン
サーコードへ*

黒　4 m

赤　4 m
アクセサリー電源へ** ヒューズ（1A）

アース
車のボディの金属部に確
実に接続してください。

* NVX-W1に接続するときは、NVX-W1に付属の圧着式コネクターをご利用ください。
** NVX-FW1に接続するときは、NVX-FW1に付属の電源コードのXA-200S（本機）用端子に接続してくださ
い。

®‘

’

規定容量のヒューズを使う

ヒューズを交換するときは、必ず

電源コードのヒューズケースまた

は本体に記された規定容量のアン

ペア数のものをお使いください。

規定容量を超えるヒューズを使う

と、火災の原因となります。

マグネットホルダーは安全な場所に保管する

マグネットホルダーは強力な磁石

と同じです。磁気カードなどに近

づけず、ご自宅などで大切に保管

してください。

車速パルスの確認作業は2人で行う
車速パルスの確認は、1人が運転、
もう１人が車速パルスを確認する

ようにして、必ず２人作業で行っ

てください。

分解禁止 禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

* I - 3 - 8 6 5 - 1 8 5 - 0 2 * (2)



タイヤを磁化する
磁化するタイヤの選択について

後部タイヤのどちらか1本を磁化します。あらかじめセンサーを設置する位置を決め、センサー側の
タイヤを磁化します。

ご注意

•前輪では使用できません。
•トランク内にバッテリーがある車種では、バッテリーから遠い方のタイヤを磁化してください。

磁化する部分について

タイヤの180°（±15°）の範囲を磁化します。磁化する範囲は、マグネットホルダー3の1の面で
こすります。

磁化しない部分については、タイヤが元々持っている磁気を取り除く必要があります。磁気を取り除

く範囲は、マグネットホルダー3の2の面でこすります。

磁化の手順
1 水平な場所で車を停め、白いチョークまたはテープなどで、磁化するタイヤに180°

の目印をつける。
安全のため、エンジンを止めてサイドブレーキを引き、車輪止めを行ってください。

2 マグネットホルダー3の2の面で、磁気を取り除く範囲（180°）のタイヤの表面を
こする。

ご注意

タイヤと車体の間にマグネットホルダー3が入らず、磁気を取り除く範囲（180°）をこすれな
い場合は、ジャッキを使うか、タイヤを取り外して作業を行ってください。手順3のタイヤを磁
化するときも同様です。

3 車を1 mほど進めて、磁化する部分（180°）が上になる位置にする。
安全のため、エンジンを止めてサイドブレーキを引き、車輪止めを行ってください。

4 マグネットホルダー3の1の面で、磁化する範囲（180°）のタイヤの表面をこす
る。

タイヤの交換やタイヤローテーションをしたときは

上記の手順で、交換後のタイヤを改めて磁化してください。

タイヤの磁化は、1年に1度行ってください。

センサーを取り付ける
センサー1の取り付け位置について

センサーは、トランク内（1ボックス車の場合は室内）の磁化したタイヤ側の壁近くに取り付けます。
センサーの向き（前後、左右）を間違えないように取り付けてください。

ご注意

•アンプ、スピーカーなど磁気を発生する機器（そ
れらのコード類や電源コードを含む）から、5～
10 cm程度離して設置してください。

•トランク内にバッテリーがある車種では、バッテ
リーケーブルからできるだけ離して設置してくだ

さい。

•スペアタイヤボードの上など、車の振動で動く場
所には取り付けないでください。

•水平な場所に取り付けてください。15°以上の傾
きがあると正しく動作しないことがあります。

設置場所の選びかた
センサーを取り付け、固定する前に、次の操作を行って設置場所を選んでください。

ご注意

車速パルスの確認は、必ず二人で行ってください。

1 センサーを仮設置する。
センサーの向きを確認して、テープなどで仮止めしてください。

2 ナビシステムの電源を入れる。
車のエンジンをかけ、ナビシステムの電源を入れてください。

3 停車中に、センサーから車速パルスが出力されないことを確認する。
車速パルスが出力されると、センサーの天面にあるインジケーターが点滅します。

停車中にインジケーターが点滅すると、センサーが外部のノイズを検知して誤動作しているこ

とになります。

次の操作を行っても、車速パルスが出力

されないこと（インジケーターが点滅し

ないこと）を確認してください。

• ワイパーやエアコン、ウィンカーなど
の電装系の機器を操作してみる。

• エンジンを空ふかしする。
• カーオーディオ機器を装備していると
きは、通常の音量で操作してみる。

4 センサーの出力切り換えスイッチをSETUP側にして、車速パルスが出力されていな
いことを確認する。
SETUP側にすると、センサーの感度が落ちます。センサーが磁化されたタイヤ以外からの磁気
を感知して誤動作するときは、SETUP側に切り換えてノイズが入らない状態にしてください。

5 車を走行させて、動作を確認する。
安全な場所で車を時速5 km以下の低速で走行させてください。
センサーが正しく動作すると、磁化したタイヤの磁気を検知して、車速パルス信号を出力しま

す。車速パルスが出力されると、センサーの天面にあるインジケーターが点滅します。

動作に異常がなければ、出力切り換えスイッチをUSE側に戻してください。

ご注意

携帯電話や無線機を近づけると、誤動作することがあります。電源を切るか、これらの機器を

離して操作してください。

ナビシステムの自律航法機能の動きが不安定なときは

車速パルス信号の出力が不安定である可能性があります。このようなときは、センサーの取り付け位

置を前後にずらしてみてください。それでも、動作が不安定なときは、タイヤの磁化をやり直してく

ださい。

取り付けかた
取り付け位置が決まったら、マジックテープ4でトランクのカーペットなどに取り付けてください。

テープを貼り付ける表面を、できるかぎりきれいにしてください。

前

左 右

後

左 右

車速パルス出力
インジケーター

USE側 SETUP側

マジックテープ4

マジックテープ4

2の面

1の面

2の面で磁気を取り除く

1の面で磁化する

タイヤの磁化、および磁
気の取り除きは、タイヤ
の幅の端から端まで行っ
てください。

磁気取り除き範囲

180°

磁化範囲

例：後・左タイヤを選んだ場合

磁化するタイヤ

センサー バッテリー

前

左

後

右

磁気取り除き範囲

取り付け面へ


